
青少年が実践・ふれあえる機会の提供



① 　青少年応援プロジェクト＠地域

② 　あいさつ運動

③ 　小学生の体験記事業

④ 　中学生の主張東京都大会

⑤ 　家族ふれあいの日

⑥ 　地域における青少年応援事業補助

⑦ 　青少年応援ナビゲーターの情報提供

大人に向けた意識の醸成及び実践

⑧ 　地区委員会活動の事例調査





⑨ 　青少年健全育成地区委員等推進モデル

⑩ 　地区委員等のダイバーシティー講座

様々な主体が実施する青少年健全育成の取組への支援


⑪ 　企業・団体等の社会貢献事業の事例紹介、表彰制度

⑫ 　青少年応援サポーター養成事業

平成30年度　東京都の「地域における青少年健全育成事業」について

ウ

地域における青少年健全育成事業一覧

ア

イ

→詳細は、次ページ以降をご覧ください。

 これまでの子供の正義感、倫理観を育む取組に加え、地域の中

で、高齢者や障害者など様々な人との交流により「他者を思いや

る」、外国人を通して「多文化への理解を深める」など、青少年

のダイバーシティの意識を育む取組を強化することとし、事業全

体を通して「リスペクト」の意識醸成につながる取組を充実させ

ていく。 
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東京都は、青少年を取り巻く環境の変化に伴い、地域の中で、外国人や国際経験

豊かな方々を通して“多文化への理解を深める”、高齢者や障がい者との交流により

“他者を思いやる”など、青少年のダイバーシティ意識を育む取組の推進を目的と

した、「青少年応援プロジェクト」を今年度２０回開催します。 
 

  

１  日時・会場 

第１回～第５回については、裏面の「青少年応援プロジェクト」実施予定表をご覧ください。 

※第６回以降は、順次調整 

２  概要 

「多文化への理解」、「障がい者への理解」、「高齢者への理解」、それぞれのテーマで、講演会

や交流体験を通じて、ダイバーシティ意識を育むイベントを区市町村と連携し、主に、地域で青

少年健全育成に携わる地区委員をはじめとする大人や、地域の子供達に参加を呼び掛けて実施し

ます。 

 

３  講師（第１回～５回）    

 第 1回 ジェフ・バーグランド 第 2回 三
み

阪
さか

 洋行
ひろゆき

 第 3回 関口
せきぐち

 知
とも

宏
ひろ

  第 4回 山田
やまだ

 幸代
さちよ

 第 5回 にしゃんた 

 

京都外国語大学教授 

 

ウィルチェアラグビー 

元日本代表 
旅人、アーチスト 

 

プロラクロス選手 羽衣国際大学教授 

（裏面あり） 

 

資料１-１ 



「青少年応援プロジェクト」 
（平成３０年度 第１回～第５回） 

 

基本プログラム 

１ 開会 

２ 第一部 講師による講演会 

３ 第二部 講師の特性を活かした交流体験・情報交換 

４ 閉会 

（所要１００分前後） 

 日時 会場 住所 

第１回 

平成30年７月１日（日曜日） 実践女子大学香雪記念館 

１０１大教室 
日野市大坂上4-1-1 

1４時００分 ～ １６時０0分 

講師：ジェフ・バーグランド（京都外国語大学教授） 

講演テーマ：十人十色のコミュニケーション～地域で支える！みんなで育てる！～ 【多文化への理解】 

その他：日野市子ども条例施行１０周年記念行事（１４時開会）の中で実施 

第2回 

平成30年７月２日（月曜日） 板橋区役所 

蓮根地域センター３階 

レクリエーションホール 

板橋区坂下２-18-１ 
１８時０0分 ～ 1９時５０分 

講師：三阪 洋行（ウィルチェアラグビー元日本代表） 

講演テーマ：受け入れて、前に進む【障がい者への理解】 

その他：青少年健全育成地域懇談会（１８時開会）の中で実施 

第３回 

平成30年７月４日（水曜日） 江戸川総合文化センター 

３階研修室 
江戸川区中央４－１４－１ 

１9時０0分 ～ ２０時４０分 

講師：関口 知宏（旅人、アーチスト） 

講演テーマ：旅～ふれあい【多文化への理解】 

その他：青少年育成地区委員会合同研修会（１９時開会）の中で実施 

第４回 

平成30年７月１４日（土曜日） （第一部会場） 

奥多摩文化会館２階視聴覚室 
西多摩郡奥多摩町小丹波８２ 

1４時００分 ～ １６時０0分 （第二部会場） 

奥多摩町立古里小学校体育館 
西多摩郡奥多摩町小丹波７５ 

講師：山田 幸代（プロラクロス選手、2017年ワールドカップオーストラリア代表） 

講演テーマ：ゼロからのスタート 【多文化への理解】 

第５回 

平成30年７月２０日（金曜日） 小金井市商工会館３階 

小金井市市民会館 

萌え木ホール 

小金井市前原町３－３３－２５ 
１０時00分 ～ 1２時００分 

講師： にしゃんた（羽衣国際大学教授） 

講演テーマ：『ちがいを楽しみ⼒にかえる 〜多⽂化共⽣“新”時代〜』【多文化への理解】 

あいさつキャラクター 

えくぼちゃん 



地区委員会活動の事例調査 

    

 

 

 

 
 

 

  地域社会において、少子高齢化や核家族化が進み、青少年が日常的に地域の大人
と触れ合う機会が減少している中、青少年の健全育成を図る上で、地区委員会の皆
様には大変重要な役割を担っていただいている。 
 また、グローバル化、少子高齢化が進み、青少年を取り巻く環境が大きく変化す
る中では、今後ますます重要な役割を担っていただくことになる。  
 そこで、地域活動の主体として大変重要な役割を担っている地区委員会の活動状
況を把握し、効果的な支援に繋げていくため、調査を行う。 

 １ 調査目的 

 

【対象】 
・都内全ての地区委員会（７１７地区委員会） 
【調査内容】 
＜調査事項＞ 
 ① 地区委員会の基礎データ（人員構成、予算等） 
 ② 地域での活動について 
 ③ ダイバーシティの意識等について 
＜聞き取り調査＞ 
 ２０事例を聞き取り調査（調査受託業者から地区委員会へ連絡） 
【活用方法】 
 地区委員会の活動状況を伺い、効果的な支援に繋げていく。 

 ２ 事業概要 

 
【５月下旬頃】 都から区市町村青少年行政主管課に依頼文・調査票を送付 
        青少年行政主管課から地区委員会へ依頼文・調査票を展開 
        調査開始（期間：１か月程度） 
【７月上旬頃】 受託業者から地区委員会へ電話による聞き取り調査 
【８月下旬頃】 調査報告書完成 
          →区市町村青少年行政主管課、地区委員会等へ配布 

 ４ スケジュール 

 
 
① 地区委員会宛ての調査票を区市町村青少年行政主管課宛てに送付し、地区委員
会へ展開 
② 地区委員会から、受託業者へ返送 
③ ２０事例について、聞き取り調査を実施 

 ３ 調査の流れ 

資料１-２ 
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ダイバーシティ講座スライド抜粋 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 

外国人への理解のためのスライド一例 障がい者への理解のためのスライド一例 
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